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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

自分も友達も大切にできる子に
校 長 長﨑 克則

いよいよ師走，今年最後の月を迎えました。

２学期も崎原の皆様との合同運動会の実施や炭
作り・学習発表会などたくさんの御協力をいただ
き，ありがとうございました。特に１１月～１２
月にかけては，子どもたちも楽しみにしていた，
【炭作り】の活動がありました。賀屋にある学校
林での切り出し作業から，木の搬入・火入れ・炭
出しまで，多くの皆様に御協力・御配慮をいただ
きました。

学校では学習，学校の生活，学校行事などを通
して，「一人一人の子どもが分かるまで，できる
まで学べるような取り組みとその過程の真剣に
｢考える｣・｢悩む｣場を大切にすることで，成就感
を味わえるように試行錯誤してまいりました。子どもたちは職員のきめ細やかな指導を受けなが
らたくさんのことを学んでいます。

さて，１２月１０日は世界人権デーでした。
崎原小中学校でも，日常的に教育活動全般を通して人権に関する知的理解を深めるとともに人

権感覚を育んでいくために体験的な学習を重視し，自分で「感じ,考え,行動」できるように取り
組んでいます。
今回は特に，子どもたちの生活の中で，自分や友達を大切にしているかもう一度改めて見直し，

一人一人の子どもが大切にされるような活動を進めました。
このような取組を通して，子どもたちが互いに本音で語り合える関係づくり，また相互理解を

通じて，自分のよさ，友達のよさに気付き，自分を好きになり,友達のよさも認められるような
思いやりの心を育てていきたいと思います｡

これからも，学校では，「自分も友達も大切にできる」ような場，学校づくりに心がけていき
たいと思います。御家庭でも子どもたちのよさを認め，子どもに向きあい，見守ってくださるよ
うにお願いいたします。

皆様にはこの一年いろいろと御世話になり，誠に有難うございました。新年がさらに希望に満
ちた素晴らしい年になりますように，心からお祈りいたしております。

日本復帰記念月間

１２月は，奄美群島日本復帰記念月間で，２５日は「日本復帰記
念日」として定められています。
本校においても，当時の人々の祖国復帰への純粋な願いについて

奄美群島の歴史的経緯をふまえながら，決して風化させることなく，
次代を担う子どもたちへ継承していくために児童生徒の発達段階に
応じて様々な取組を行っています。

1月2１日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

1/11 (火) 始業式

1/12 (水) いきいき生活ウィーク（～18日）

1/15 (土) 土曜授業 青少年育成の日

1/16 (日) 家庭の日 市民清掃の日

1/18 (火) 鹿児島学習定着度調査(小5,中1・2)

実力テスト（中３）

1/19 (水) 鹿児島学習定着度調査(小5,中1・2)

実力テスト（中３）

1/21 (金) 入学説明会・体験入学（中）

1/24 (月) 鹿児島をまるごと味わう学校給食週間

1/26 (水) 食に関する指導（全学年）

1/27 (木） ＣＲＴ（小）１日目

1/28 (金) ＣＲＴ（小）２日目

１２月７日（火）の全校朝会で校長先生が，奄美
群島日本復帰のお話しをしました。復帰した昭和２
８年の頃の崎原校の校舎を見せながら，苦しく貧し
かった時代を振り返りました。（当時，崎原校は加
計呂麻の瀬相にあった海軍の病院を解体した材木を
使用して作られたそうです。）
校長先生は，当時の奄美群島２２万人の人々の祖

国への復帰の想いを「日本復帰の歌」や「泉芳朗」
さんを紹介しながら，児童生徒にわかりやすく説明
されました。

【説明をする校長先生】 【日本復帰の推移】

１２月１１日（土）の午前中に，ロードレ
ース大会，学校保健委員会，学級PTAが行われ
ました。日差しが照り，絶好のランニング日
和となり，児童生徒は最後まで諦めずに走り
きりました。保護者や地域の方のたくさんの
声援が，苦しい後半，後押ししてくれました。
また，学校保健委員会では，講師に永井幹

丈先生を招聘し，ネット依存とゲーム障害と
いう内容で話をしていただきました。とても
参考になる話でした。その後，各クラスでPTA
を行い，２学期のまとめと反省をしました。

１２月７日（火）～８日（水）の２日間，「奄美市
小規模３校合同修学旅行」で鹿児島に行きました。
維新ふるさと館，知覧武家屋敷群，知覧特攻平和会
館，平川動物園，グループ別自主学習とたくさんの
場所を訪問し，楽しみながら学習できました。コロ
ナ禍での修学旅行でしたが，小学５・６年生８名が
心に残る旅行ができました。

１２月９日（木）に薬剤師の勇先生を講師に招聘
して血液教室が行われました。先生は，生徒が前向
きに学習に取り組めるように，５０分間様々な工夫
をして，説明してくださいました。献血の大切さも
ビデオを通して生徒一人一人に伝わりました。この
中学生の時期にこのような学びは大切であると実感
しました。

１２月１４日（火）に人権集会が行われま
した。人権標語の発表や仲間作りゲームを通
して人権について考えました。

【炭の取り出しを終えて】

奄美群島が本土復帰を果たした
昭和 28年の崎原校




